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術前 MRI 及び MR 血管撮影より皮膚，脳，腫湯，血管を含む 3 次元画像を再構成し，ビデオミキサーを用いてこの再
構成画像を術野のビデオ映像にスーパーインポーズした。その際，まず「皮膚照合法J による位置合わせを行ない，












②手術例での「皮膚照合法脳表血管誤差J は 11.1 士 10.5 mm であり，ファントム実験での「皮膚照合法脳表血管誤差」
は9.4 :t 5.1 mm であった。
③ファントム実験での「皮膚照合法測定用マーカー誤差J の8.9 土 5.3mm に比較して， I血管照合法測定用マーカー誤






③ファントム実験で測定用マーカーを指標にした， I皮膚照合法測定用マーカー誤差」はやはり約 9mm であったが，




が「ビデオレジストレーション法J である。これは術前の画像情報から再構成した手術用 3 次元画像を実際の術野に
投影して病変部の位置と輪郭を決定し，それを参考にして腫虜摘出を行なおうとする手術支援技術である。従来，投
影する 3 次元画像と術野との位置合わせ(レジストレーション)の精度に疑問があったが，本研究者はこれを解決す
るため，術野に多数存在する脳表血管を照合指標として用いることにより，レジストレーションの精度を向上させる
方法を考案した(以下「血管照合法」と呼ぶ、)。本研究ではまずファントム実験を行ない， I血管照合法j により，極
めて精密なレジストレーションが可能であることを証明し，ついで，本法を実際の脳腫蕩摘出術17例に応用し，重要な
神経機能局在部位の近傍に存在する病変を正確でまた安全に摘出できることを実証した。
本研究は，精度の高いレジストレーション法を考案し，最新の画像情報処理技術を駆使してこれを完成させ，脳神
経外科手術結果の向上を可能とするものであり，学位に値すると考える。
